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福
井
県
議
会
に
お
い
て
七
月
十
四
日
に
決
議
さ
れ
た
意
見
書

「
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
が
発
生
し
て
四
ヶ
月
以
上
経
過
し
て
い
る
が
、
い
ま
だ
収
束
の
見
通
し
が

つ
か
な
い
状
況
に
あ
る
。
事
故
以
降
、
次
々
と
発
表
さ
れ
る
事
故
の
情
報
は
、
県
民
・
国
民
の
原
子
力
行
政
へ
の
不
信
感
を

生
み
、
不
安
感
を
与
え
て
い
る
。

ま
た
、
突
然
の
中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
運
転
停
止
要
請
や
唐
突
に
出
さ
れ
た
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
の
実
施
な
ど
国

の
場
当
た
り
的
な
対
応
は
、
国
の
原
子
力
行
政
に
対
し
て
不
信
感
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。

さ
ら
に
、
政
府
は
、
七
月
十
一
日
に
原
発
再
起
動
を
め
ぐ
り
新
た
な
安
全
評
価
を
実
施
す
る
と
発
表
し
た
が
、
テ
ス
ト
の

内
容
や
実
施
時
期
な
ど
具
体
的
な
内
容
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
は
、
国
の
安
全
規
制
に
よ
っ
て
運
転
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
運
転
に
つ
い
て
は
国
に
は
大

き
な
責
任
が
あ
る
。

全
国
最
多
の
十
四
基
の
原
子
力
発
電
所
を
立
地
す
る
本
県
で
は
、
原
子
力
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
国
の
確
固
た
る
方
針
が

示
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
定
期
検
査
中
の
原
子
力
発
電
所
の
再
起
動
の
め
ど
が
立
た
な
い
状
態
が
続
い
て
お
り
、
発
電
所
を
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抱
え
る
地
域
の
産
業
活
動
や
県
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
示
し
て
い
る
国
の
安
全
対
策
は
、
電
源
車
、
ポ
ン
プ
車
、
消
防
ホ
ー
ス
の
配
備
等
の
短
期
対
策
と
津
波
だ
け
に

偏
っ
た
応
急
対
策
の
一
部
に
限
ら
れ
て
お
り
、
地
震
対
策
や
高
経
年
化
プ
ラ
ン
ト
の
対
策
が
い
ま
だ
不
十
分
な
こ
と
、
浜
岡

原
発
の
み
に
運
転
停
止
を
要
請
し
他
は
安
全
と
し
た
根
拠
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
、
重
要
な
課
題
が
残
さ
れ
て

い
る
。
ま
ず
、
現
在
ま
で
に
判
明
し
て
い
る
知
見
を
踏
ま
え
た
安
全
基
準
を
示
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
安
全
対
策
を
講
じ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
早
急
に
こ
れ
ら
の
課
題
に
真
摯
に
対
応
し
て
、
原
子
力
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
確
固
た
る
方

針
を
示
し
、
今
後
の
原
子
力
政
策
の
方
向
性
を
明
確
に
す
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。
」

に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
求
め
る
。

右
質
問
す
る
。
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